
正
木
篤
三
も
同
日
諧
師
（
東
洋
文
学
担
当
）
に
採
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
三

十
八
年
八
月
十
九
日
正
木
直
彦
の

三
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
、
東
京
府
立
第

四
中
学
校
、
第
一
邸
等
学
校
を
経
て
大
正
十
五
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
東
洋

史
学
科
に
入
学
、
の
ち
国
文
学
科
に
転
じ
て
昭
和
五
年
三
月
卒
業
し
、
直
ち
に

美
術
研
究
所
所
員
と
な
り
、
次
い
で
本
校
講
師
と
な
っ
た
。

入
谷
昇
は
四
月
十
五
日
に
教
務
嘱
託
（
彫
刻
科
勤
務
兼
教
務
掛
）
に
採
用
さ

れ
た
。
彼
は
明
治
二
十
一
年
九
月
三
十
日
香
川
県
に
生
ま
れ
、
同
県
工
芸
学
校

を
経
て
本
校
彫
刻
科
に
入
学
、
明
治
四
十
四
年
卒
業
以
後
は
自
営
し
、
大
正
七

年
か
ら
同
十
年
ま
で
世
界
玩
具
株
式
会
社
原
型
部
主
任
を
つ
と
め
、
昭
和
四
年

七
月
以
降
は
田
端
の
板
谷
波
山
工
場
に
勤
務
し
て
い
た
。
彼
は
北
村
西
望
、
和

田
季
雄
の
推
薦
に
よ
り
起
用
さ
れ
た
。

内
藤
春
治
は
六
月
―
―
―
十
日
に
講
師
（
鋳
造
実
習
担
当
）
に
採
用
さ
れ
た
。
彼

は
明
治
二
十
八
年
四
月
一
日
岩
手
県
に
生
ま
れ
、
大
正
五
年
盛
岡
市
私
立
商
業

学
校
を
卒
業
後
直
ち
に
南
部
鋳
金
研
究
所
に
入
り
鉄
器
鋳
造
を
研
究
し
、
同
八

年
上
京
し
て
香
取
秀
真
に
師
事
。
翌
九
年
本
校
鋳
造
科
に
入
学
し
て
同
十
四
年

に
卒
業
し
た
。
研
究
科
に
在
学
中
、
バ
リ
万
国
装
飾
美
術
工
芸
博
覧
会
、
商
工

省
主
催
工
芸
展
覧
会
、
帝
展
第
四
部
等
に
入
賞
、
入
選
し
、
昭
和
四
年
以
降
本

校
助
手
（
工
芸
化
学
教
室
勤
務
）
を
つ
と
め
て
い
た
。

深
瀬
嘉
臣
も
同
日
講
師
（
金
工
実
習
担
当
）
に
採
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
三

十
二
年
九
月
十
八
日
東
京
に
生
ま
れ
、
京
北
中
学
校
、
東
京
府
立
工
芸
学
校
を

経
て
本
校
金
工
科
に
入
学
、
大
正
十
二
年
に
卒
業
し
た
。
同
十
五
年
以
来
本
校

羽
野
禎
三
も
同
日
講
師
（
図
案
実
習
担
当
）
に
採
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
一――

十
五
年
九
月
十
五
日
石
川
県
に
生
ま
れ
、
同
県
立
工
業
学
校
を
経
て
本
校
図
案

助
手
を
つ
と
め
て
い
た
。

⑦
 

科
に
入
学
、
昭
和
一一
年
に
卒
業
し
て
直
ち
に
助
手
と
な
っ
た
。

邸
野
重
人
（
号
松
山
）
も
同
日
講
師
（
工
芸
製
作
法
担
当
）
に
採
用
さ
れ

た
。
彼
は
明
治
二
十
二
年
五
月
二
日
熊
本
県
に
生
ま
れ
、
京
都
市
立
美
術
工
芸

学
校
漆
工
科
を
経
て
本
校
漆
工
科
に
入
り
大
正
五
年
卒
業
。
同
八
年
本
校

一屈

（
教
授
白
山
松
哉
付
き
助
手
）
、
次
い
で
助
手
と
な
っ
た
。

白
川
一
郎
ほ
四
月
―――
十
日
に
講
師
（
用
器
画
法
、
遠
近
法
担
当
）
に
採
用
さ

れ
た
。
彼
は
明
治
四
十
一
年
七
月
十
四
日
香
川
県
に
生
ま
れ
、
丸
亀
中
学
校
を

経
て
本
校
西
洋
画
科
に
入
学
、
昭
和
七
年
卒
業
し
た
。
小
林
万
吾
と
鈴
川
信
一

の
推
薦
に
よ
っ
て
本
校
に
採
用
さ
れ
た
。
教
職
科
目
の
用
器
画
法
と
遠
近
法
の

授
業
は
こ
の
白
川
と
、
鈴
川
信

一
（
退
官
後
昭
和
七
年
五
月
十
日
付
で
講
師
と

し
て
再
起
用
）
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
に
鈴
川
と
と
も
に
こ
の
二
科

目
を
担
当
し
て
い
た
助
教
授
長
野
新
一
は
病
気
の
た
め
欠
勤
が
続
い
て
い
た
と

こ
ろ
、
五
月
十
一
日
に
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

南
策
造
は
西
洋
画
科
教
授
和
田
英
作
が
校
長
と
な
っ
て
空
席
が
出
来
た
た

め
、
八
月
三
十
一
日
、
後
任
と
し
て
起
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
十
六
年
七
月
二

十

一
日
に
広
島
県
に
生
ま
れ
、
同
県
第

一
中
学
校
を
経
て
本
校
西
洋
画
科
に
入

学
、
同
四
十
年
卒
業
し
て
間
も
な
く
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
ボ
ロ
ー
ジ
ョ
ソ
ソ

ン
に
洋
画
技
法
を
学
び
、
同
四
十
二
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
ヘ
移
り
、
ま
た
、
欧
州

各
国
を
巡
歴
し
て
翌
四
十
―
―一
年
に
帰
国
し
た
。
大
正
四
、
五
年
に
は
美
術
研
究

の
た
め
イ
ン
ド
を
旅
行
し
、
大
正
五
年
以
降
は
文
展
、
帝
展
審
査
委
員
を
つ
と

め
、
昭
和
四
年
に
帝
国
美
術
院
会
員
と
な
っ
た
。

男
女
共
学
実
施
計
画

昭
和
六
年
度
年
報
の
「
将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件
」
に
明
ら
か
な
よ
う
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男
が
受
け
得
る
教
育
を
授
け
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
逍
理
も
な
く
、
叉
、
其
為
め
の

に
、
こ
の
年
度
よ
り
「
女
子
部
新
設
」
計
画
が
「
女
子
共
学
」
即
ち
男
女
共
学

実
施
要
求
へ
変
わ
っ
た
。
六
年
度
年
報
が
文
部
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
の
は
昭
和

七
年
五
月
三
十
日
で
、
こ

の
日
、
和
田
英
作
が
校
長
に
就
任
し
た
。
左
記
の
和

田
の
文
を
読
む
と
、
男
女
共
学
実
施
計
画
は
和
田
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

男
女
共
學
の
問
題

正
木
先
生
の
校
長
在
任
の
頃
、

美
校
に
女
子
部
を
設
け
る
話
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
若
し
も
許
さ
れ
る
な
ら
、
僕
は
共
學
を
宜
現
し
た
い
。
男
子
が
通

つ
て
来
る
闊
所
を
、
や
は
り
＜
ぐ
つ
て
く
る
の
で
な
く
て
は
駄
目
だ
と
思

ふ
。
女
子
だ
か
ら
と
云
ふ
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
て
は
い
け
な
い
と
思

ひ
ま
す
。
す
で
に
私
立
で
女
子
美
術
學
校
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
美
校
に
女
子

を
入
學
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
嫁
入
仕
度
ま
が
ひ
の
も
の
で
な
く
、
男

子
と
競
つ
て
や
っ
て
行
か
う
と
云
ふ
の
で
な
く
て
は
意
味
が
な
い
。
た
ゞ
問

題
は
風
紀
に
開
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
心
配
し
て
ゐ
る
向
き
も
あ
る
様
だ

が
、
現
在
昔
楽
學
校
で
は
共
學
を
や
つ
て
ゐ
て
も
、
風
紀
の
上
で
云
々
さ
れ

る
と
云
ふ
様
な
こ
と
は
聞
か
な
い
。
私
は
風
紀
上
の
弊
害
は
無
い
と
思
ふ
。

そ
れ
に
今
の
女
は
昔
と
違
つ
て
男
子
に
軽
蔑
さ
れ
ま
い
と
云
ふ
自
尊
心
が
あ

り
ま
す
し
、
叉
一
方
か
ら
考
へ
れ
ば
、
逆
に
風
紀
が
却
つ
て
よ
く
な
り
は
し

な
い
か
と
さ
へ
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
男
子
の
生
徒
の
中
に
女
子
が
一
人
入
っ
て

く
れ
ば
、
す
べ
て
恨
む
様
に
な
っ
て
お
行
儀
が
よ
く
な
る
と
思
ひ
ま
す
。
現

在
、
何
ん
に
し
て
も
、
同
等
の
力
を
有
し
て
居
る
に
不
拘
、
女
な
る
が
故
に

数
育
機
闊
の
な
い
の
は
不
合
理
で
す
。
こ
れ
は
純
粋
美
術
の
方
の
こ
と
に
就

て
で
す
が
、
師
範
科
の
事
を
考
へ
て
み
る
と
、
女
學
校
の
先
生
は
ど
う
し
て

も
女
の
方
が
男
よ
り
よ
い
と
思
へ
る
。
一

般
論
と
し
て
女
が
男
よ
り
程
度
が

低
い
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
仮
令
一
般
に
は
低
く
と
も
、
中
に
は
優
秀

な
技
能
の
所
有
者
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
女
に
封
し
て
同
情
も
あ
り
、
す
べ

て
を
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
女
人
が
、
其
優
秀
な
技
能
の
所
有
者
で
あ
る
な
ら

ば
、
夫
れ
は
女
學
校
の
先
生
と
し
て
男
子
よ
り
遥
か
に
よ
い
の
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
か
。
仲
々
文
部
省
の
方
で
は
許
し
て
呉
れ
ま
せ
ん
が
、
時
代
が
大
部

愛
つ
て
き
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
差
支
え
は
な
い
と
自
分
は
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

叉
女
は
男
の
感
じ
な
い
特
別
の
世
界
を
感
ず
る
か
ら
、
女
に
し
て
も
男
と
競

つ
て
行
く
力
の
あ
る
人
な
ら
叉
面
白
い
結
果
も
得
ら
れ
る
で
せ
う
。

（『
ア
ト
リ

エ
』
第
十
一
巻
第
五
号
所
収

「
和
田
英
作
氏
美
術
漫
談
」
よ
り
。

昭
和
九
年
三
月
）

⑧

和
田
校
長
に
よ
る
改
革

和
田
英
作
は
校
長
就
任
と
と
も
に
教
育
改
革
に
珀
手
し
た
。
『
美
之
国
』
第

八
巻
第
八
号
（
昭
和
七
年
八
月
）
は
こ
れ
に
つ
い
て
断
片
的
な
が
ら
次
の
よ
う
な

記
事
を
掲
げ
て
い
る
。

美
術
學
校
の
改
革
案

ー
ー
和
田
校
長
の
腕
試
し
ー
ー

東
京
美
術
學
校
長
に
和
田
氏
が
就
任
し
て
以
来
、
氏
が
如
何
な
る
腹
案
を

具
儒
化
す
る
か
が
興
味
あ
る
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
最
近
大
腔
次
の
如
き

改
革
案
が
内
定
さ
れ
た
と
聞
く
、
課
長
制
を
設
け
鰹
理
課
長
に
津

田
信
夫

〔教〕

氏
、
文
庫
課
長
に
矢
代
幸
雄
氏
、
政
務
課
長
に
佐
々
木
卓
三
氏
が
新
任
、

尚
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